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剣
　
例
　
硯
　
究

六
二

（
二
九
〇
）

〔
行
政
法
　
一
四
〕

在
留
特
別
許
可
に
か
ん
す
る
法
務
大
臣
の
裁
量
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
鐸
聾
螺
叢
藏
蒙
饗
）

　
【
制
示
事
項
】
　
出
入
國
管
理
令
第
五
〇
條
に
基
く
在
留
の
特
別
許
可
と
法
務

大
臣
の
裁
量
槽

　
【
滲
照
條
交
】
　
出
入
國
管
理
令
第
五
〇
條

　
【
事
實
】
原
告
X
は
、
昭
和
二
九
年
八
月
頃
、
出
入
國
管
理
令
（
以
下
令
と

い
う
）
第
三
條
の
規
定
に
蓮
反
し
て
、
有
効
な
旅
券
ま
た
は
乗
員
手
帳
を
所
持

せ
ず
、
本
邦
に
入
國
し
た
者
で
あ
る
。
ま
た
、
原
告
Y
は
、
X
の
長
男
と
し
、

昭
和
三
一
年
三
月
四
日
本
邦
に
お
い
て
出
生
し
た
。
し
か
し
、
出
生
の
日
か
ら

六
〇
日
を
超
え
て
本
邦
に
ひ
き
つ
づ
き
在
留
し
な
が
ら
、
同
日
か
ら
三
〇
日
以

内
に
、
出
入
國
管
理
令
施
行
規
則
第
一
二
條
の
二
第
一
項
に
よ
る
法
務
大
臣
に

た
い
す
る
在
留
資
格
の
取
得
申
講
を
な
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
東
京
入
國
管
理
事
務
所
入
國
審
査
官
某
は
、
昭
和
一
三
年
六
月

七
日
附
で
、
X
は
令
第
二
四
條
第
一
號
に
、
ま
た
、
同
年
同
月
九
日
附
で
、
Y

は
令
第
二
四
條
第
七
號
に
、
そ
れ
ぞ
れ
該
當
す
る
と
認
定
し
た
。

　
X
等
は
右
認
定
に
た
い
し
、
適
法
な
口
頭
審
理
の
請
求
を
し
た
。
特
別
審
理

官
は
口
頭
審
理
の
結
果
、
右
認
定
に
誤
り
な
き
旨
判
定
し
、
こ
れ
を
X
等
に
通

知
し
た
。
こ
の
た
め
、
同
人
等
は
法
務
大
臣
に
た
い
し
異
議
申
立
を
な
し
た

が
、
大
臣
は
右
異
議
の
申
立
を
理
由
な
し
と
裁
決
し
た
。

　
そ
こ
で
、
主
任
審
査
官
は
、
昭
和
三
一
年
八
月
二
二
日
附
を
も
つ
て
、
X
・

Y
に
た
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
退
去
彊
制
令
書
を
爽
付
し
た
。

　
第
一
審
に
お
い
て
、
X
は
、
訴
外
Z
と
結
婚
の
た
め
前
記
日
時
入
國
し
、
そ

の
頃
よ
り
X
・
Z
は
内
縁
關
係
に
あ
り
（
日
韓
爾
國
の
特
殊
事
情
の
た
め
、
正

式
の
婚
姻
屈
の
提
出
が
で
き
な
い
）
、
ま
た
、
Z
は
戦
時
中
よ
り
本
邦
に
居
住

し
、
相
當
の
資
産
と
信
用
を
ゆ
う
す
る
。
か
か
る
事
情
が
あ
る
と
き
、
法
務
大

臣
は
特
別
の
在
留
許
可
を
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
な
さ
ざ
る
は
裁
量



櫨
の
濫
用
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
違
法
な
裁
決
に
も
と
づ
き
な
さ
れ
た
被
告

主
任
審
査
官
の
虜
分
も
ま
た
違
法
と
主
張
し
た
。

　
こ
れ
に
た
い
す
る
第
一
審
裁
到
所
の
見
解
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
外

國
人
の
出
入
國
お
よ
び
在
留
の
許
否
は
、
元
來
、
國
家
の
自
由
に
決
し
う
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
右
異
議
申
立
に
た
い
し
、
法
務
大
臣
が
審
理
し
、

在
留
特
別
許
可
を
あ
た
え
る
か
、
異
議
申
立
を
理
由
な
し
と
裁
決
す
る
か
は
、

同
大
臣
の
自
由
裁
量
に
ぞ
く
す
る
。
も
ち
論
、
こ
の
裁
量
椹
行
使
に
あ
た
り
て

も
、
限
界
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
X
等
主
張
の
事
情
よ
り
大

臣
が
裁
量
権
を
濫
用
し
た
と
は
い
い
え
な
い
、
と
し
本
件
を
棄
却
す
る
。

　
第
二
審
に
お
い
て
も
、
第
一
審
判
決
が
そ
の
ま
ま
支
持
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

X
等
は
さ
ら
に
上
告
し
た
。

　
【
上
告
理
由
】
第
一
審
に
お
け
る
と
同
様
、
X
・
Z
・
Y
の
關
係
を
の
べ
、

法
務
大
臣
の
裁
決
を
も
つ
て
裁
量
構
の
濫
用
と
主
張
し
、
原
到
決
は
、
令
第
五

〇
條
の
解
羅
適
用
を
誤
つ
た
違
法
が
あ
る
ゆ
え
、
破
棄
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
。

　
【
判
旨
】
　
上
告
棄
却
。
島
・
河
村
・
垂
水
・
高
橋
・
石
坂
の
五
裁
判
官
の
全

員
｝
致
。

「
出
入
國
管
理
令
第
五
〇
條
に
基
き
在
留
の
特
別
許
可
を
與
え
る
か
ど
う
か
は

法
務
大
臣
の
自
由
裁
量
に
麗
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
、
所
論
の
よ
う
な
事

情
が
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
同
大
臣
が
特
別
許
可
を
興
え
な
か
つ
た
と
し
て
も
裁

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

量
権
の
濫
用
が
あ
る
と
い
い
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

お
り
で
あ
つ
て
、
所
論
は
探
用
の
か
ぎ
り
で
な
い
。
」

原
審
の
判
示
す
る
と

　
【
研
究
】
最
近
、
出
入
國
管
理
令
を
め
ぐ
る
雫
は
多
い
。
そ
し
て
、
同
令
五

〇
條
の
法
務
大
臣
の
特
別
許
可
に
つ
き
、
到
例
は
一
致
し
て
大
臣
の
自
由
裁
量

庭
分
と
み
る
。
か
か
る
例
を
、
行
政
事
件
裁
到
例
集
に
も
と
め
る
と
、

　
淋
戸
地
裁
・
昭
二
九
・
三
二
…
到
決
・
例
集
五
雀
三
號
六
八
二
頁

　
横
濱
地
裁
・
昭
三
一
・

　
東
京
地
裁
・
昭
三
一
・

　
東
京
地
裁
・
昭
三
二
・

　
大
阪
地
裁
・
昭
三
二
・

　
東
京
高
裁
・
昭
三
二
・

　
大
阪
高
裁
・
昭
三
二
・

　
東
京
地
裁
・
昭
・
三
三
・

　
東
京
地
裁
・
昭
三
三
・

等
が
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
、
何
故
、

か
。

　
こ
の
鮎
、

三
二
五
到
決
・
例
集
七
雀
三
號
六
八
九
頁

五
・
一
九
到
決
・
例
集
七
雀
五
號
一
二
⊃
四
頁

四
二
一
五
判
決
・
例
集
八
雀
四
號
七
五
四
頁

一
〇
・
一
六
到
決
・
例
集
八
巻
一
〇
號
一
九
〇
〇
頁

一
〇
・
三
一
判
決
・
例
集
八
巻
コ
い
號
一
九
〇
三
頁

二
丁
一
二
到
決
・
例
集
八
雀
一
二
號
ニ
ニ
八
一
頁

四
・
二
四
判
決
・
例
集
九
巻
四
號
八
一
五
頁

五
・
八
到
決
・
例
集
九
雀
五
號
一
〇
二
九
頁

右
の
特
別
許
可
を
自
由
裁
量
庭
分
と
み
る
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
本
件
上
告
理
由
が
裁
量
権
の
濫
用
を
主
張
す
る
た
め
、
最
高
裁
は
、

自
由
裁
量
庭
分
と
の
前
提
に
た
ち
、
何
故
、
自
由
裁
量
庭
分
た
る
か
を
論
じ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
二
九
一
）



　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

い
。
も
ち
論
、
微
多
く
の
下
級
審
到
決
中
に
は
こ
の
馳
を
論
じ
た
も
の
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
右
揚
…
昭
三
一
・
三
・
一
五
到
決
に
お
い
て
、
横
濱
地
裁
は
つ
ぎ
の

．

こ
と
き
旨
論
ず
る
。
外
國
人
の
入
國
を
拒
否
し
、
不
法
入
國
者
を
國
外
に
退
去

せ
し
め
る
等
の
い
わ
ゆ
る
出
入
國
の
管
理
を
お
こ
な
う
の
は
、
國
家
固
有
の
槽

利
て
あ
る
。
そ
し
て
、
入
國
な
い
し
在
留
の
許
可
は
、
全
く
國
家
が
恩
恵
的
立

場
よ
り
な
し
、
外
國
人
は
自
己
を
在
留
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
権
利
を

ゆ
う
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
在
留
特
別
許
可
を
法
務
大
臣
が
あ
た
え
な
い
と

し
て
も
、
何
等
そ
の
者
の
法
律
上
の
地
位
を
害
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
。
こ

の
よ
う
な
趣
旨
は
、
自
由
裁
量
の
理
由
づ
け
を
お
こ
な
う
判
決
の
す
べ
て
が
、

ひ
と
し
く
み
と
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
だ
こ
の
よ
う
な
論
旨
は
、
憲
法
の
ニ
ニ
條
、
居
住
・
移
轄
の
自
由
の
保
障

と
密
接
な
關
係
を
も
つ
。
一
髄
、
憲
法
第
三
章
國
民
の
権
利
及
び
義
務
の
規
定

は
、
日
本
國
民
に
固
有
の
灌
利
義
務
と
、
日
本
國
民
を
こ
え
、
ひ
ろ
く
人
類
全

般
に
適
用
さ
る
べ
き
権
利
義
務
の
二
種
よ
り
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
憲
法
二
二
條
は
後
者
に
馬
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
と
き
、
外
國
人

と
い
え
ど
も
、
本
來
、
居
住
移
輔
の
自
由
を
ゆ
う
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
法
律

（
出
入
國
管
理
令
は
法
律
と
同
一
効
力
を
も
つ
が
）
に
よ
つ
て
も
、
濫
り
に
彊
制

退
去
の
要
件
等
を
規
定
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
憲
法
二
二
條
に
い
う
公
共
の
福

祉
の
認
定
は
、
日
本
國
民
と
外
國
人
と
で
當
然
に
差
異
あ
り
、
こ
の
た
め
、
令

二
四
條
の
彊
制
退
去
要
件
を
違
憲
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
彊
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
（
二
九
二
）

退
去
虜
分
を
お
こ
な
う
た
め
の
要
件
は
法
定
さ
れ
、
法
の
定
め
る
場
合
の
外
、

同
堪
分
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
ゆ
え
、
彊
制
退
去
庭
分
は
、
こ
の
限
り
に
お

い
て
羅
束
庭
分
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
彊
制
退
去
庭
分
に
か
ん
す
る
出
入
國
管
理
令
の
手
綾
を
み
る
と
、

令
二
四
條
の
張
制
退
去
の
要
件
に
該
當
す
る
と
き
、
退
去
命
令
が
護
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
異
議
あ
る
と
き
、
令
四
七
條
以
下
の
規
定
に
よ
り
、
口
頭
審

理
請
求
・
異
議
申
立
を
お
こ
な
い
う
る
。
而
し
て
、
異
議
申
立
に
た
い
す
る
裁

決
は
、
法
務
大
臣
の
な
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
裁
決
に
は
二
つ
の
異
つ
た

性
質
の
も
の
を
ふ
く
む
。
す
な
わ
ち
、
一
は
令
二
四
條
に
該
當
す
る
か
否
か
の

裁
決
で
あ
り
、
令
二
四
條
に
該
當
し
な
い
の
に
張
制
退
去
庭
分
を
お
こ
な
う
は

違
法
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
同
條
に
該
當
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
彊
制
退
去

庭
分
を
お
こ
な
わ
な
い
の
も
、
本
來
、
違
法
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
融
令
五

〇
條
の
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
務
大
臣
の
裁
決
に
お
け
る
第
二
の
性
質

の
も
の
は
、
本
來
彊
制
退
去
慮
分
を
な
す
べ
き
に
か
か
わ
ら
ず
、
在
留
特
別
許

可
を
あ
た
え
る
令
五
〇
條
の
場
合
で
あ
る
。
而
し
て
、
本
件
の
雫
は
、
こ
の
特

別
許
可
を
間
題
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
以
下
、
若
干
、
特
別
許
可
の
性
質
を
検

討
す
る
。

　
警
察
作
用
に
ぞ
く
す
る
管
業
の
許
可
（
例
、
風
俗
螢
業
の
許
可
等
）
は
、
許

可
す
べ
き
條
件
が
具
備
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
許
可
を
あ
た
え
ぬ
と
、
憲
法
の

保
障
す
る
自
由
の
侵
害
と
な
り
違
法
と
い
わ
れ
て
い
る
。



　
し
か
ら
ば
、
本
件
特
別
許
可
に
お
い
て
、
令
五
〇
條
の
條
件
を
具
備
す
る
に

か
か
わ
ら
ず
、
許
可
を
あ
た
え
ぬ
と
、
違
法
と
な
る
か
。
こ
の
間
に
答
え
る
に

先
立
ち
、
右
特
別
許
可
が
、
果
し
て
、
學
間
上
の
意
味
の
許
可
な
り
や
特
許
な

り
や
、
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
本
來
國

の
内
外
を
問
わ
ず
自
由
に
居
佳
し
う
る
と
考
え
る
べ
き
か
、
國
民
は
自
國
内
に

か
ぎ
り
居
住
の
自
由
を
ゆ
う
し
、
國
外
に
お
い
て
居
佳
は
も
ち
論
入
國
さ
え
も

本
來
禁
止
さ
れ
、
た
だ
當
該
國
家
の
権
利
賦
與
に
よ
り
、
は
じ
め
て
、
入
國
・

居
住
の
権
利
を
う
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
を
明
言
し
た
到
例

は
、
從
來
、
存
在
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
諸
判
例
の
到
旨
よ
り
、
許
可
と
も

特
許
と
も
解
し
う
る
語
句
を
獲
見
し
う
る
。
そ
し
て
、
特
許
と
考
え
れ
ば
問
題

は
な
い
。
許
可
と
み
た
と
き
、
憲
法
に
い
う
公
共
の
福
祉
の
認
定
が
問
題
と
な

つ
て
く
る
。
憲
法
二
二
條
の
公
共
の
福
祉
の
認
定
は
、
元
來
、
裁
到
所
の
認
定

に
ふ
く
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
と
外
國
人
の
居
住
等
に
か
ん
す

る
公
共
の
輻
祉
の
問
題
は
、
外
交
上
の
問
題
と
密
接
な
關
聯
を
も
ち
、
裁
判
所

の
判
断
に
し
た
し
み
が
た
い
問
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
法
務
大
臣
の
特
別
在
留
許
可
は
、
訴
願
期
間
経
過
後
、
宥
恕
す
べ
き

理
由
あ
る
と
き
、
訴
願
裁
決
臨
は
訴
願
を
受
理
し
う
る
と
の
規
定
に
類
似
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
受
理
は
驕
束
と
い
わ
れ
、
あ
る
い
は
、
裁
量
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
何
れ
を
正
當
と
す
る
か
は
、
こ
こ
に
お
い
て
論
ず
べ
き
か
ぎ
り
で
な
い
。

し
か
し
、
訴
願
關
係
に
つ
き
、
右
の
ご
乏
き
見
解
の
封
立
が
あ
り
な
が
ら
、
こ

　
　
　
　
判
例
　
研
　
究

れ
と
類
似
す
る
令
五
〇
條
の
在
留
特
別
許
可
に
見
解
の
封
立
が
な
い
の
は
、
何

故
で
あ
ろ
う
か
。
宥
恕
す
べ
き
事
由
の
認
定
に
つ
き
、
裁
到
所
は
、
審
査
能
力

を
ゆ
う
す
と
考
え
、
訴
願
受
理
を
驕
束
庭
分
と
み
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
た

い
し
、
在
留
特
別
許
可
は
、
既
述
の
ご
と
く
、
審
査
能
力
が
十
分
で
な
い
と
し
、

裁
量
庭
分
と
み
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
令
五
〇
條
の
法
務
大
臣
の
在
留
特
別
許
可
は
、
法
務
大
臣
の
自

由
裁
量
庭
分
と
み
る
を
正
當
と
考
え
る
。
し
か
る
と
き
、
こ
の
種
到
例
が
し
ば

し
ば
指
摘
す
る
．
こ
と
く
、
裁
量
灌
の
限
界
、
こ
と
に
裁
量
権
の
濫
用
が
問
題
と

な
つ
て
く
る
。
し
か
ら
ば
、
裁
量
灌
の
濫
用
な
り
や
否
や
は
、
如
何
な
る
基
準

に
よ
り
到
籔
さ
れ
る
か
。
抽
象
的
に
は
、
特
別
在
留
許
可
を
も
と
め
る
異
議
申

立
を
、
理
由
な
し
と
す
る
こ
と
が
、
著
し
く
不
公
李
か
っ
要
當
を
敏
く
場
合
で

あ
る
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
な
に
を
も
つ
て
不
公
李
な
措
置
と
す
る

か
、
具
髄
的
な
判
定
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
心
懸
の
べ
『
る
こ
と
は
、

異
議
申
立
人
の
何
等
か
の
私
的
利
盆
と
日
本
國
の
利
盆
を
比
較
衡
量
し
、
庭
分

が
決
せ
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
比
較
衡
量
を
著
し
く
誤
る
場
合
、
著
し
き
不
公
李

と
な
る
。
そ
し
て
、
從
來
の
多
く
の
判
例
は
、
こ
の
鮎
を
考
察
し
た
結
果
（
た

だ
し
こ
の
考
察
は
具
艦
的
に
文
章
で
し
め
さ
れ
な
い
）
、
裁
量
灌
の
濫
用
に
該

當
し
な
い
と
い
う
。
下
級
審
判
決
で
濫
用
を
み
と
め
た
僅
か
な
例
に
お
い
て
は

（
醸
原
馳
臓
跡
欄
三
一
一
．
）
、
こ
の
黙
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
…
…
お
よ
そ
す
べ
て
の
人
は
．
ひ
と
し
く
恐
怖
と
敏
乏
か
ら
解
放
さ
れ
李
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
五
　
　
　
　
　
　
（
二
九
一
二
）



　
　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究

　
の
う
ち
に
生
存
す
る
灌
利
を
有
す
る
と
の
わ
が
國
憲
法
前
文
第
二
段
の
宣
言

　
は
わ
が
國
内
に
滞
在
す
る
外
國
人
に
封
し
て
も
當
然
に
そ
の
適
用
が
あ
る
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
現
在
日
本
に
お
い
て
李
和
な
生
活
を

績
け
て
い
る
者
に
封
し
退
去
強
制
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
れ
等
の
者
が
直

　
ち
に
生
存
す
る
こ
と
す
ら
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
、
そ

　
れ
ら
の
者
が
在
留
資
格
を
失
つ
た
後
の
不
法
な
も
の
で
あ
つ
て
も
、
こ
れ
に

　
封
し
張
制
退
去
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
相
當
で
あ
る
（
例
集

　
八
巻
四
號
七
六
六
頁
）

　
要
す
る
に
、
公
共
の
福
証
と
比
較
衡
量
さ
る
べ
き
私
盆
は
、
右
に
よ
る
と
、

生
存
の
危
機
、
し
か
も
目
前
急
迫
な
危
機
で
あ
る
。
こ
の
私
盆
は
、
か
か
る
生

存
す
る
権
利
の
ほ
か
に
も
存
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
國
に
重
大

な
る
損
失
を
あ
た
え
ざ
る
か
ぎ
り
、
目
前
に
迫
り
た
る
生
存
の
危
機
だ
け
は
保

護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
二
九
四
）

　
さ
て
、
本
件
に
つ
ぎ
、
裁
量
灌
の
濫
用
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
具
盟
的
事
實

關
係
に
つ
い
て
は
、
判
決
よ
り
詳
細
に
わ
た
り
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
退
去
庭
分
に
よ
り
、
一
感
、
夫
婦
（
内
縁
關
係
に
せ
よ
）
が
別
居
し
、
幼

見
が
父
と
共
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
馳
、
上
告
人

等
は
精
紳
的
・
経
濟
的
苦
痛
を
蒙
る
こ
と
た
し
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
告
人

等
が
、
履
行
す
べ
き
義
務
を
は
た
さ
ず
、
こ
の
た
め
在
留
資
格
を
敏
く
に
い
た

つ
た
責
任
を
お
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
上
告
人
等
が
自
國
に
邊
遽
さ
れ
た

結
果
、
直
ち
に
生
存
す
る
灌
利
が
否
定
さ
れ
る
ご
と
き
状
態
に
な
ら
な
い
な
ら

ば
、
強
制
退
去
庭
分
が
、
上
告
人
等
に
不
利
・
苦
痛
を
あ
た
え
て
も
、
法
務
大

臣
に
裁
量
槽
の
濫
用
あ
り
と
ま
で
は
い
い
え
な
い
。

　
よ
つ
て
、
本
件
鋼
旨
は
正
當
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
子
　
芳
雄
）


